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◎独立論への県民意識を聞きたかった


　沖縄県民に寄り添おうとする姿勢に感激。沖縄独立論について県民の意識について聞こうと思ったけれど、時間オーバーと場違いの感じでしなかった。機会を作って聞きたい。


　　　（仙川・岩本努）





◎「和解」は選挙対策？


　デモクラＴＶで、「和解は、裁判に負けそうだから、それを避けて国が先手を打ったのだ」と分析していたが、和解の内容と経緯が今回よくわかった。


　しかし政権は、相変わらず「辺野古しかない」と一方で言っている。「和解」は選挙対策で、ポーズという面がある。「和解」という言葉にだまされないようにしなければ…。　


（二見真由美）


◎太平洋戦争を思い起こせ


　普天間を辺野古に移すことも、沖縄に基地が存在することに変わりはない。


　太平洋戦争で島民の４分の１、つまり１０万人あまりの人たちが犠牲になりました。沖縄に基地があることは、前線基地なので、また何かが起きたとき、同じか、それ以上の死者を作ろうとすることです。翁長知事はこのことも強く繰り返す必要がありそうです。


　　　（稲城、津田櫓冬）





◎よくわかった


  裁判の経緯、現状がよくわかりました。和解協議を有利に進めるためにも、沖縄県議選、参院選で民主勢力の躍進が重要だと思いました。


　　　（無記名）





◎聞き取りにくく残念だった


　講師の話す声が聞き取りにくく残念だった。


　　　　　（無記名）





◎翁長雄志著「戦う民意」（角川書店）をお薦めします


宮城さんはお話の中で「翁長知事はよくここまで言ってくれた、と県民は思っている」とおっしゃっていましたが、その翁長雄志県知事の、腹の底から響いてくるあの声の、とつとつとした語りが聞こえてくるのが翁長さん著の「戦う民意」です。


緊迫した政府とのやりとりを、怒りを、沖縄の歴史と文化をひもときながら県民の誇りを、肉声で語っています。難しい言葉を使わない、でも力強く抑えた文体からは、翁長さんの人柄と、「沖縄県民の魂の飢餓感」の心からの叫びがつたわってきます。そして国への、私たちへの問いかけも。


是非、ぜひ、読んでみてください。


　　（染地・大本久美）
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４月１６日（土）１３時半～


第１１２回（４月）例会　 参加費300円


 事故から５年


 　　　　福島第一のいま


お話：山川剛史さん


 　　　　　　　　　(東京新聞・原発取材班キャップ)


於：あくろす３階「あくろすホール」





５月３日（火）13:00～ 憲法集会 ＠有明防災公園





５月１４日（土）１３時半～


 第１１３回（５月）例会 


｢戦争する国づく


り｣に　いかに立


ち向かうか


お話：山口真美さん (弁護士、前自由法曹団事務局長)


於：あくろす３階「あくろすホール」参加費300円





６月１１日（土）予定（たづくり祭り実行委で調整中）


 第１１４回（６月）例会 


｢調布の空襲｣　お話：古橋研一さん(郷土史家）





*******************************************************************





第131号（２面）2016年3月29日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html








